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※調整中の内容も含むため、変更になる可能性があります。



タクシーサービスのデジタル化推進事業１

１

地域住民及び来県者のタクシー利用に係る利便性向上を図るため、 
タクシー事業者における配車アプリや運行管理システム等の導入に
係る経費の一部を支援する。 

■ 補助対象：タクシー事業者等
■ 対象経費：配車アプリや、配車アプリと連携した運行管理

  システム等の導入に係る経費 など
■ 補助額（上限）：1,000千円／者
■ 補助率：１／２以内
■ 予算額：7,500千円（うち、補助金7,000千円）



地域公共交通担い手確保事業２

２

【１】地方路線バス運転手確保支援事業 
 路線バス事業者が行う就職説明会や運転体験会の開催、

大型二種免許取得助成等に要する費用の一部を支援する。
■ 補助対象：地方路線バス事業者
■ 補助額：１／４以内（上限額：100千円／回・人）

【２】タクシー運転手確保支援事業 
 タクシー事業者が行う就職説明会等の開催、事業所の男女別トイレや
女性用更衣室・休憩室の整備、二種免許取得助成等の運転手確保に係る取組を
支援する市町村に対し、その費用の一部を支援する。
■ 補助対象：タクシー事業者を支援する市町村
■ 補助額：市町村が補助する額の１／２以内（上限額：500千円／市町村）

【３】外国人タクシードライバー養成実証事業 
 特定技能制度を活用して外国人ドライバーを採用する際の二種免許取得等に

要する費用について、タクシー事業者が負担する費用の一部を支援する。 
■ 補助対象：タクシー事業者
■ 補助額：１／２以内（上限額：250千円／人）



路線バスキャッシュレス決済導入推進事業３

３

路線バスへのキャッシュレス決済の導入を推進し、
利便性向上及び精算業務の効率化を図るため、 
全国相互利用が可能な交通系ＩＣカードの導入に要する
経費の一部を支援する。 

■ 補助対象： 県内を運行する幹線系統バス事業者 
■ 対象経費： 交通系ＩＣカードの導入に要する経費 
■ 補助率： １／３以内
■ 予算額： 60,000千円



地域の実情に応じた、移動手段の確保に向けた取組を推進する
ため、公共ライドシェアを導入する市町村を支援する。

（補助対象経費例）
①住民ドライバーを確保するため支給する奨励金、支度金
②公共ライドシェアに使用する車両等購入費用及び
住民の自家用車の車両整備に要する経費、安全講習費用

③利便性又は持続可能性を高める運送サービスシステム、
もしくは、住民ドライバーの運行管理等を行うために必要な
遠隔点呼の機器・システム等の導入費用

④運行開始にあたって必要な計画調査費用、消耗品及び備品購入費用

■ 補助額（上限）：１市町村につき、1,000千円
■ 補助率：１／２以内

公共ライドシェア導入推進事業４

４

■ 補助対象：市町村
■ 対象経費：公共ライドシェアの導入にあたり市町村が負担した

以下の経費
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